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   自分らしくあることは原則的には認められず、もっぱら共同体を担う成員の形成が 
   求められた。共同体（ムラ、イエ）のため、国のための人間形成。 
  「教育」の萌芽はみられた。 
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●近代社会： 



































































































































































































判』(1790)。『邦訳全集』18 巻 岩波書店、参照。 
（５）中内敏夫『教育学第一歩』岩波書店、1988 年。  
（６）宮原誠一「教育の本質」1949 年、『宮原誠一教育論集』国土社、1976 年。 
（７）中内敏夫『教育学第一歩』岩波書店、1988 年、pp.12-13、pp.28-29 参照のこと。 
（８）A.Smith,The Wealth of Nations.1776 ,The Modern Library. N.Y. pp.740-766 . 
拙稿「アダム・スミスにおける Instruction に関する一考察」『共愛学園前橋国際大
学論集 第７号』2007 年 3 月、拙稿「アダム・スミスにおける道徳哲学論」『共愛





蹊論叢』第 2 号、1962 年 12 月）。 
(11) 今野一雄訳『エミール』上、岩波書店、1962 年、p.25。 
(12) 同前、p.32。 
(13) 三枝博音を参照のこと。三枝への異論として、辻本雅史『近世教育思想史の研究』(思 
文閣、1990)、同『「学び」の復権』(角川書店、1999 年)、など。 
(14) 中内敏夫他編『叢書〈産む・育てる・教える―匿名の教育史〉１〈教育〉－誕生と終
焉』（藤原書店、1990 年）p.11。 
 
※本稿初出の出典は中内敏夫・小野征夫編『人間形成論の視野』（大月書店、2004 年）所収、
平岡さつき・中内敏夫「〈教育〉という人間形成」である。同論文は、中内の口述に裏づ
けや肉付けを施して、平岡が執筆して共著で公表したものであった。このたび特に「教
化」概念について、混乱の生じやすい個所等を再考して修正を試みた。主要な内容の転
載を許可された大月書店編集部および中内敏夫先生のご遺族に心から感謝したい。 
